
Title ソヴェート同盟に於る「一国社会主義建設論」への思想的発展 :
コミンテルンの崩壊過程の一観察

Sub Title
Author 橋本, 勝彦

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1934

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.28, No.5 (1934. 5) ,p.645(61)- 683(99) 
JaLC DOI 10.14991/001.19340501-0061
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19340501-

0061

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


顏

-

I

’
：ャ
J

_

^

 

.
'
了

.

.

. 

-
.
1
.

-

-r 

. 

• 

« 

■

-
•■.»■■
■ 

.

.

 

“

— 

I

コ
ミ
，ン

テ

グ
K

の

崩

壞

過

程

の

一

觀

察-
-
-

.

.

.

-
 

» 

I 

I
. 

, 

.

.

.•
•
. 

.. 

• 

- 

.

.

.

.

. 

, 

.

.

.

. 

.
 

... 

.
、
 

- 

- 

. 

' 

- 

•

.

.
，
、

•
 

. * • 

• 

.. 

.-
■:
;
一
 

：
.：
. 

.

.

.

.

’ 

：
 

.

.

. 

：
”
•

: v 
.
.
.
•(
•

.

.

.

广
..
.
 

：

V

.•
:.•
'
-
'

V 

.

.
i!
 

.

 

.
•
•
•
•
_
. 

‘ 

•
. 
.
1パ.
.
*
. 

•
'
.
.
.
.

マ., 

、

;

. 

, 

. 

. 

' 

-
«

18
我
；.？

、
シ
チ
ル
ン
，の
存
在.は
：t
''s
s
 

;
;v
:v』

^
陷
や
て
め
る
^

こ
れ
拉
何
れ
の
汝
爾
加
ら̂
指
捕
せ
ら
れ
ズ
ゐ
名
^
錄
西 

&
革
命
に
驗
く
：數
女■
間

藤

め
^
外
政
策
把
繁
て
極
度
勿
囊
的
態
度
名
尔
瓜̂
ゐ
^

ヴ
ハ
キ
^
び
茼
盟
^
爾
歐
諸
國
杧 

.そ
の
.企
圖
，の
，失
敗
挫
折
に
ょ
つ
て
、、

「

其
«
こ
机
ち
諸
:»
の
狀
勢
に
關
せ
ず
ソ
货»
-;
'
1
:
>
陳
|
^
1體
；の
：建
設
^
全
カ
.变
_

し
弋
着 

.

.手
す
名
様
に
な
つ
た
。
現
在
行
は
れ
そ
ゐ
，备
五
妒
年
計
1
1の
如
^
名
斯
名
1

^
現
1

ル
.て
：理
辩
:1
,揭
る
3

^

:

0

1
遂
-«
の

，
霍

ダ

キ

r

'K

同

盟

ほ

規

拼

資

產

議

國.'̂
_

常

的

带

和

麗

を

麗
1>

、
：
と

れ

養

現
^

非
常
教
舊
を
拂
タ
て：

ゐ

M

p

u

f

の
，如
岩
翦
情
は§

國
亡
.

於
る
批
:.
*

麗

办

現

勢̂

^

る̂

^

な̂

め
洚
な
：ぬ
-*

ゐ
る
.

コ'
^

ン
テ•
ル
‘ン':
%
更
；杧 

ソ
ヴ
H

1

ト
同
盟
の
對
外
政
策
に
.於
て
は
一
つ
^

無
用
物
と
な
し
て
終
つ
て
ゐ
る
ド
本
稿
は
^

ミ
ン
テ
ル
ン
の
斯■

な
#
^
へ
の 

福
f

;

ロ
：ッ.葬
丨
め
漆
次
革
命
論̂

戈
岁
が
ン
の
ー)

國
社
會
茧
義
建
設
論
：と^

對

裏
^

^

か
ら
觀
た
も
の
で
ぁ
る
。尙
諸
國
の 

,：

社
會
連
«)

の
衰
退
&

關̂

名
：徽
的
事
實
泠
說
朋
：は
紙
數
や
關
«

上
贫
及
前
に:'
»

#

^

ま
こ
の
詳
細
食
說
明
：に
愈^

は
i

§

H

パ

'

'

.

六

j

 

い
六
袖
泣〕



:

.
ダ
.ゲ
：エ：：1
ト
_

毀
.に
“於
”る̂

;

.

'

六j
l
:

入C.

六
四
：.山、.ノ

¥

^

€
茄
.;0

这
&

落

ぶ

贫
w

-&
c
h
e
w
i
s
s

;̂
:w
e
r
i
i尸1

9
3
2

或
は
河
合
榮
治
郞
氏-
^

.彡
ン
デ
.冰
シ
'
:の
崩
壊
.

K

社
會
政
策
時 

報
第
¥
六
十
ニ
號
I)

.
‘等
を
參
照
せ
ら
^
^
.い''
0\:
'
'
: 

*

.

' 

“
V
.
. 
'
ソ
 

f-
,
.
.
.
-
斤
乂

 

;

ぐ

.

.

.

. 

「

r
tt
ポ c 

S

H
 ベ
•
-
. 

. 

V
-

ハ
-て
.
'，
'
,
p.v
‘ 

：
.
.:
:
、
.
.
. 

：
.

ソ

ヴ

社

會

主

義

規

按

著

の

：菅

し

，
い
政
治

$

録
濟
的
乃
至
社
會
的
な
麗
を
資
本
生̂
^

.に
投
げ
與
？
 

る
が
、t
«:c
.
u管

^
諸

問

題

讲

资

塞

義

會

：
g

s
-o
:
'

て
：：

最
^
重
汰
：毫

：
の

ほ

ぽ

次

ダ

^

い
ふ
問
題.の
魏
极»
方
.点
、
，

の
取.扱
a
方
に
：於
け
洛
最
近
綰
：の
績
著#
變
化
：で
：̂
ら

德
.：.蔻a

苓 

方
こ
そ
、
ソダ
- 

1
ト

僵

^
西

^
^
;
1
:
般

的

鏡

定

し

？
：：拳
見
不
对
解̂

か
ら
で
あ
る
。
共
產
虫||
0

^

晶̂

に

«
て
：：世

窘

言
.み
^

^

が̂
^
こ

.0
自
的
.に
_
達
：す
：る
爲
め
^
は
資
本
主
義
制
の
變
革 

が
必
嬰
々
せ
ち
れ
.

H

ゐ
.る
;;
'0

*

規

蕾

階

級
_
爭
金
通
^h

行
は
れ
、
；
芬
.：の
1

#对
*
探
革
<

迄̂
進
展
^
、
ブ
.
.ドレ
' タ
リ
ア 

1
ト
の
_

:

;

と

いふ
社
會
主
義
的
過
渡
段
階
を
通
じ.て
、
人
類
を「

ミ
レ
ー
一
：ュ
ー
ム」

に
迄
導

く

と

い
ふ
の
で
あ

る

。

併
し
；乍

ら

斯

く
.の
如
き
、
資
本
主
義
の
變
革
が
望
，ま
し
，い
と
す
る
な
ら
ば
、
現
今
資
本
主
義
儲
國
と
の
平
和
的
協
力
に
栽
礎
を
置
く
ソ 

ヴ
へ
ー

ト
同
盟
<D
對
外
政
策
は
如
何
に
理
解
せ.ら
る
べ
き
も
.の
で
あ
る
か
。
言
ふ
迄
も
な
く
第
ニ
次
、
歡
一
ー
次
五
ケ
4 ;
計
剩
は
資
木
主 

義
諸
國
ょ
り
の
諸
機
械
類
の
輸
入
、
そ
の
諸
種
の
技
術
的
援
助
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
多
大
で
あ
る
。

こ
れ
に
必
.要
な
經
費
は
大
な
る 

程
度
迄
外
國
貿
易
に
於
け
：る
そ
の
輸
出
に
仰
が
れ
て
ゐ

W

0;:
…

.
だ
.：
;
"

併
し
こ
れ
ら
の
こ
^

^
热
^
喻

蕃

^
る
彳
段
を
以
て
促
進
發
勝

せ
：；3

於
■
^

^

%

_茧
鮮
0
目
的
と
雨
立
し
得
る
も
：の
で
あ 

る
か
。
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
同
盟
に
資
本
、
H
-ff
i
諸
國
の
拨
助
を
以
て
社#
主
義
を
建
設
し
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
諸
國
を
：
：
す
る
と
い
ふ
こ
と 

が
可
能
で
あ
る
か
。
贤.本
主
義
と
の
惊
カ
ば
共
產*-
義

か

ら

の

離

脫

：
で

'は
な
ぃ
か
。
.2
:
れ
に
.對
す
る
»
答
：と
.そ
前
雄
の1[
(
:
軍̂
命
の
®
,

J

|
S?

I
1

I
i}j

e

k

b]
I

題
で
あ
.る
が
::
'、
こ
.の
問
題
に
對
す
る
露
西.础
典
麓
黨
及
：び
こ.れ
が
紘
制
す
る
ソ
ヴ
ム‘
1
>同
盟
の
'藤
度
を
規
农
に
於
け
る
と
ノ
一
九

V

.

.V 

. .•- 
I 

-
r 

... 

.
: 

♦
,
.
- 

.

.

.

.

，
へ，
：
- 

-
- 

-
. .

• 

- 

- 

-
.
.
. 

'

七
牢
十
月
筚
命
.に
，
續

べ

難

ケ
¥
に
於
け
る
と
を
比
較
す
れ
ば
、
茲
に
頗
る
顯
蕃
な
變
化
を
發
M
し
得
る
の
，で
：あ
る
。
匆
論
こ
の
變
化
の 

過
程
は
決
1
て
汗
驵
な
ル
の
で
は
な
か
つ
た

-o
髒
西
亜
典
產
黨
杓
部
に
は
屮
仴$

後
^
現

法

、
に

到

る

迄

多

X
の
：
問

題

：に

關

ず

る

多

く

.

1

_ぁ

笔

。
：：併
し
1

|
著

、
重

意

|

瑟

_

5
雇

な

さ

1

_

|
な

支

還

念

|

で
ぁ
り
、
.

1,

時

露

靡

i

m
內
の
對
立
的 
ー：4潮

流

處

達

':
>

1

_

:i
l
j
l演じ
て
.ゐ
る
。
即
ち
こ
;0
間
題
'に
關
す
る
範
圍
に
於
て
前
若
の.

「

永
久
革
命
論
.

」

は
後
苕
の
：

「

4
:國
_社
#
主
義
建
：設
論
.

」
と
.對
立
し
、 

f
J

の
兩
者
€>
_
爭
こ
：そ
ソ
グK

丨
:>
同
；盟
の
對
外
政
策
及
ガ
世
界
革
命
の:«
關
方
る
#
/、/
,シ.テ
^
シ

(0
生
 ̂

つ
た
。

■'
.■::
;■
* 

.-.

::
、
”
:-
'■.'•
''
.
.
m
'
l
:

.'

.

.

.
、
.
.
. 

V
'
,
: 

.

.
;
.

-:
•
?
.
.
.
.
.
. 

:

--
-
.
r
:
. 

: 

V
I
:

:
v 

...
'

ぃ
,:'
'
.::■ 

?:■
■.
 

- 

 ̂

_

::
-

:
v

:
•■
. 

.

. 

■
■

.

.

.

な
露
西
亜
革
命
め
凝
汰
滞
馨
渚
の

：一

人
で
.参
る
^
:
P 

”
キ
.
1が
共
庵
,

除
名
せ
ら
，れ
、
ソ
ザ
、1
分
聯
邦
を
追
放
せ'ら
3
、
名
頑
强 

'に
死
守
し
ジ
今
简
之
れ
を
由
張
し
て
止
ま
な
い
永
久
革
命
論
と
は
如
何
な
る
戈
の
で
务
る
か
。

.
一.：九14.

四
年
秋
突
如
ス
U

ン
に
依
て

-
‘•■
.

% 

ニ.，'
.
1
-
••
•■.
 

. 

- 

• 

- 

/ 

.
V 

' 

> 

.
M 

V 

, 

-
i
r

>.
*
.
. 

一
 

/
 

r
，
. 

、
.

.

.

.
'
- 

.‘
：

 

: 

.
- 

‘

連
張
せ
ら
れ
：

g

め
た
.
.一幽
社
會
生
義
建
設
論:<
?
:
.
め
對
立
及
啷
ト
ロ
.
'フ
キ
丨
0
聰
邏
に
_
ぼ
_
求

に

'述

べ

 

而
も
十
月 

尊

命

：に

續

く

數

ヶ

年

間

ソ

ガ

-
1ト
^
盟
.の
對
外
政
策
：の
莲
調
を
為
し
て
ゐ
た
も0'
ば
こ
の
：永
久
^
<
&諭
の
國
際
的
在
張
；で
：あ
つ
た
と 

膚
は
办
て
;:
^

_

_

,
'■
:

'
.
.
.

パ
'
'
.

V.

:-'
,

-'
'
mi-
:
,
:
、
.
.
.

: 

o パ.

"

、：

:■
-
,
3篇
へ
.f:
'
':
v
'
f 

.

:-
;
ゃ
'
'
、
' 

U

'

.

c

、:.
v
” 

VV',: 

.

v

 

:

K永
久
素
の
理
論
：そ
わ.も
：.Pは
新
ち
し
•い
％
め
ヤ
は
#
い
:0
■ト
ロ
ッ
キ
1
は

そ

一

.九
〇
沉
年
の
露
西
前
潘:#
.:
1
-

(

. 

I

九
ニ
ー 1 

部

刊

芑

緖̂
言
に
於
て
決
の
如
べ
述
べ
士*
る
0::爾
 

:

一 

. 

.

•
.

「

：；1
:九
0
五
年
，1
:«
エ
±
ニ
白
と
十
丹
寵
業
^
の
^
に
そ
の
期
間
に
於
て
著
教
は

『

永
久
革
命

』

と
名
づ
け
ら
れ
：ると
セ
^

^

シァ 

粑
於
る
.革
命
的
發
腺
の
；猫
質
芄
關
す..
る
：彼
の
：見
解
咬
形
成
し
た
の
で
あ
る，
• 

:
u
i
c

と
。
即
ち
彼
は
露
西
亜-

：7

資

本

在

義

_

發

烺

に 

■
ソ
ヴ
本
1
-.
>
.同
疽
：̂
於
る
フ
一
:
國
肚# .
主
義
肆
設
論』

へ
の
思
想
的
發.展
， 

六

三

，(

六
四
七)



/ 

. 

.

. 

 ̂

v
-
' 

' 

六
.四 

'

奂

：四 
V)

:

藥

纖

湯

_

;»
1
霞

_

■

_
潔

■

■
謂
：#

霉

者

階

級

杧
f

名

-
-
^
I

f
 

I
鐘

展

の

I

.こ
f

'

に

の

講

を

樹

立

し

た

0

で

君

た

。
而

备I

I

疆

爵

茬

於

て

，

I

主

蒙

命

は

如

何

に
.
し
て
：
.
可
能_

る

が
、
. 

.
，

ル
ク
ス
の
^

に
.「

耍

す

る

に

產

業

の

九

馨

鐘

達

し

た

國

は

、

こ

の
發
達
が
比
較
的
に
幼
稚
な
國
に
對
し
て
、
將
來
め

t

l

と

い

ふ.の
.
>

f
 ノ
ト
t

キ
1

#
ふ
.ゼ

一

ク

；

キ

设

マ

ル

ク

ス

の

こ

の

|

|

|

用

^? 

警
露
西
澠
は
前
她
す
る
こ
と
な
く
、
準f

ら
れ
た
モ
デ
ル
に
唯
從
順
に
從
へ
ば
ょ
い
と

o

マ
ル
へ
ク
ス
の
時
代

V.

令
て
は
t

英
吉 

猶

は

瀣

西

の
i

:y
e

f
い
程
度
に
於
て
獨
乙
の
將
來
を
东
し
て
ゐ
た
が
、
醫
亜
及
印
度
の
將
來
を

f

も
の
S

な
か
っ
f
 

署
し
こ
め
言
は
廣
本
蟲
潘
规
が
凡
ゅ
る
國
家
を
-
—

そ
め
以
前
の
社
會
形
應
と
谏
藥
的
水
準
と
に
拘
ら
ず
卜
包
钱
す
る
に
平
ふ 

還

州

性

が

減

少

す

る

と

彼

農

ふ

。
又
マ
ル
ク

X

の
他
£

1

1「

，
一
っ
，の

社

會

梢

成

は

そ

こ

此

霧

(0

激
地
ぁ
る
總
て
|

產
カ 

ヵ
發
派
し
.な
い
以
前
に
孩
滅
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
、〕

と
‘い
ふ
の
が
ぁ
る
0 
メ 
ニ
シ
ュ
ギ
キ
は
之
れ
か
ら
し

t 
口
シ
ア

0
_
-
ョ 

義
は
そ
れ
が
西f

及

び

康

利

加9

水

準

養

■

す
る
に
は
来
だ
步
む
べ
き
長
い
路
を
持
っ
て
ゐ
る
と
；

^
論
し
て
ゐ
石
が
、
ト
ロッ

光
：■

!■
&
逢

灌

全

5

ク
_

?
の
|
;1
€

藤

别

聲

國

如
I

ふ
本
,

 
一
■

な
社
會
的
權
減
の
順1

着

|
薩

た

も

の

で

ぁ
.飞
と
な
し
、
塞

諸

力

は

：決
しI

:空
に
於
て
發
匿
す 

る
も
の
に
非
サ
し
て
、
こ
れ
ょI

孛

る

階
■

蕾

他
_

本
I

の
世
f

勢
：へg

存

性

を

麓

す

る
I

は
出
來
な
い
と 

す
る
o

r

B

O::
#

沿
■

 r

ブ

こ

タ

”

ア
-

ト

駕

木

主
S

發

達

て

增

大
::
L

窗

f

の
I

る
で
t

ぅ
。
こ
の
也I

 

策

議

沸

灌

優

は
^

ロ
:%
!.
>

ッ
ァ
1
ト

の

：

：

へ
の
，重

で

t

。
:#

し
，乍

ら

勞

働

階

級

が

勝

刹

す

る

時

_

'

.

9的

u
n
d

 

f

 d
e
)

は

藩

羞

勞

Q

水

準

菩

依

ら

ず

、

,

簾

狀
f

而
し
て
|

£

_

|

觀
的
諸
_

■

例
.
へ
狀
傅
省
、i

t

T

ブ
、
攀
S

備
等
に
攸
て
決
せ
ち
る
、
も

9

で
t

o

—

傭
的
I

覆

,

に
，^
る
® ;
忙

於
て
も
そ4

ブ
、ド
レ
め
リ
ア
，

丨

ト
.は
資
本
主
義
的
に
ょ
り
前
進
し
，て
ゐ
る
國
に
於
け
る
ょ
り
も
早
く
勝
利
に
到
達
す

^
こ
，と

が
あ
る
。

ナ«-
0
.

技
術
的
諸
カ
衮
は
：資
源
へ
；、
ぎ

«:

レ
グ
：义
ア1.
^
^
^

れ
.
；た
經
濟
的
吼
物
.

^

ぬ
^

く
.
ー.讓

見

で

あ

令

」

.

^

'

る
こ.
と
.̂
-

露
四
亜
の
場
合
は
.
正
し
い
で
あ^

ぅ
：今
^

業

ブ
«:
.

レ
；タ
リ.ァ
ー
ー
ト0.數
的
强
弱
、
ぞ
が
^

^

治
的
意
奪
は
疑
|

く

資

本

着

的

私

業(0
'
.晝

：程
度
：篇

係

す

る
0
.併
レ
，
こ
：の
依#
性
は
決
し
て
直
接
的
な
も
のI

な
い
。
與 

へ
&^
れ
た
^
分
第
以
晚
期
吃
於
ち-*
»:
の
生
產
諸
ヵ
と
ぞ0,
諸
險
級
め
&
治
的
勢
カ
ー
と
，の
間
に
ぽ
諸@;
&

民
的
、
(1
|
'
:際
的
性
^
^
^

會

贬

治

的

擊

が

來

房5

4
&)
^

が
耱
濟
的
條
件
：の

政

治

蒙

珑

：暴

曲

し

ャ
.
或
は
金
然
»

へ
^

の
で
务

の
组
庫
ヵ
泠
吾̂>
,の
％
'れ
に
&

_

£
+̂,
倍
'̂
大
把
§-
に
^̂
.拘
を
ず
、/露
西
^
の
プ
ロ.
.レ

〔

タ
か
：ァ
：
1
ト
の
敗
澈
的
役
割
、
っ
函
家

^
:̂

匕
：
 

影
#'
，
#:
取
#
浪
め
#
-
る̂
來
苓
：べ.；̂

來̂
の
影
響(0
;
.可
能
性
は.ア
；：ネ
リ̂
の
^
口へ
レ
タ
リ
ア.
1ド
(0
:
:役
割
と«

|と
'̂
.

比
.し
で
.ハ：

な
ら
..紅
鞍
®
"
K
^^ :
^

^ :
f c
.

£

_

〕

.：：1:
i

5
 

"

「

... ”
：
.:
.、

':
,
>
.

「

：
■
 
.:、

■:
:'

(

：；？ 

.
 

.;■

.
-
AJ-
.
-
4如
ぐ
ト
.
.
Wッ
t.
L
.は

資

髮
_
时

鐘

國

露

：西
舜
に

'於
か

が

藤€ '
主
« :
勒
# :
.聲

能

掛

を#:
示
し

て

ゐ

ん

^

又

吾

人

ば

策

み 

見

翕

今
.
.：レ-

^

|あ
办« !
國
圭
_

现

敵

ぬ

虼

瞰

る
.資
_

義

發

展

.枳

頌

依
银
す
る
こ
、塞

沿

社

會

生

義

革

命

ゆ

¥'

脱
性
&

|

^
'̂

ゐ
‘

'<
?

ろ
を
れ̂
:

の_

論
_

^

^
 

.
こ

れ

にた
づ.
て
；.

^

^

の 

マ
，ル
汐
，シ
X-

卜
が
西
歐
の
マ
ル
.

ク
シ̂

卜
の
：
#

怒
^

か
つ̂

现
^
§
:
主
51
:

«

マ
ル
ク
ス
.主
«

私
附
加
し
た
の
で
あ
る

0

.

-

7

;

'

:

.

:

永
久
^

|
を
分
析
す
れ
ば
そ
れ
虫
ー3
.
:
の
|

^
理
_
.ょ
り

成

立

し

で

ゐ

る

0 ( 
一
 

■
魅

^
革

命

の

社#

^g

苺

命

へI

合
. 

C
f
l
3

社

會

生

養

痛

渡

段

階

紅

通

場

；；
^

^

奪

，■看

>

«
產

親

菜

版
^

暴

B

脒
_

龙
來
の.
マ
ル
ク
ス
坐
_

者

遲

西

蓝.
に
於
て
も> 
外
國
爾
於
で^
-

味
_

:

の

酸

鬆

發

於

て

、

A

ゆ象
：：

■

ソ
ギ
予
？
ト
痕
撒
に
龄
る

!̂
^

;

^

湛
_

鐵
設
霞5
>,
-̂
慕
1

誉

1

,

:
^
^
^
へ
丨
 

祆
五I 

. %
3"
:

し)

'



 ̂

• 

•

六

号

(

六
£:
8
 

會

|̂
.早
晚

房

案

々

義

形

^

^

到

瘍

^
;>
^

费̂

；̂

^

至

義̂前
進
ー
す̂
'̂
^
で
.，ぁ
る
と
い
ふ
見
脑.
^
m

w-G
:
':蒙

oi'
:
J
O(D
,
.
l
^
:
:
々
tt 

ノ

ょ

り

馨

主

翁

へ
.
發̂
胧
觀
行
か
遒
稹
に
就
て
は®
ギ
'見
：鮪

比

分

峡

し
^
ゐ
ぎ
が
、
そ
の
办
的
發1'
:
の
；理
論
，ぼ
於
で.：；は
異
な
：る
所
な
く 

民
主
^
“
®
社
會
主
_
ど
ば
社
# ;
の
«
臾
的
發
§
^
段
隊
で
我
阶
3
兩
者
^

#ぃ
歷
:̂
,
期
間
広
^
令
セ 

4
る
と
す
岑
の
脊
办
.る
0.
ー
卿
べ「

ば
ブ
1>
バ
着
フ
^

‘：ドk.

が
1

(0
:̂

な3
,

*
露

愿

共
®

黨

現

挥

ゆ

指

導

塞

；に
と
つ
て
も
社#'
主
«:
^

^

^

^

.
4.
.九
二
ゼ
年̂
月
苹
命.の
前
夜̂

於
で
も「

»
ぎ
^

^
:̂
混
亂
€
る
«
樂」

ば
趣
ぎ
：
«
加
0;
私
と
：ト
技.ッ
.
キー
は
_
ふ
0薛
<) ；：

彼
は
.こ
CD
, 

2
^
排̂
^

ゐ̂
る
タ
資
本-

的̂
發
達
ど
テ-ロ
1>
5

^
リ
：ア'卜
ト
の
階
級
と
し
て
(0
-藤
股
_

‘が
、：彼
は
.資
#
32
鞔
的
m:
後
進
的
^
近
代
諸
國H

於
け
る
民
主
々
義
の
勝
利
は
そ
の.

K

 

り
贏
弱
と
、運
動 

?:
>
通

均

で

ひ

域

主

，
々
：
義

.的
精
神
愚
揚
忙：：

ょ
ク
で
そ
执
1

冗成
：：

m

_
fe
?

m
s;
^

#
te
^

&
#
管 > 
參
心
餘
晚
踔
が
如〗

ぎ
_
家
ぼ
於
ガ
ば
其
赠
的̂

見
解
即
ち
！̂

肩
#
と

社

會

电

は
‘社
#
神
發
展
,
於
.て
.異
.な
つ
た
且
つ

一
今
一
■

會

主

蓊

動

渡S

隞
比
於i

る
不
ir
l

の」

ぃ
：，：.過
程
ぢ
賴
じ
ゼ0;
_

彆
の
變
革
と
如
灰
こ̂:
-
が
こ「

©

理
論
，の_

0

.
特
質
を
.な 

.し
ぞ
^

^

が
;\
.本
論
文
の
目
的
に
ば
直
接
的
關
係
が
取;̂加
&:

ご
れ
：は
猶
略
す̂

'0

'

.
:
:
:め
::
:
:
:
.
:'
.

'

.

.
9

D社
會
主
.翁
^

 ̂

S

瞬
際
性
が
主
.張
^
ら
.れ
そ
^,
る
0
彼
は
^
ふ
、今

！！：

世
界
0
凡
ゅ
る
•國
家
は
線
で
か
點
疫
於
て
密
接
な
る
.相 

關
々
係
に
遛
か
れ
そ
分
る6
,總
^
0
.國
が
世
紙
市
場
を_
的
：と
1>
'
弋
生
_
し
'、

「

地
球
の
膨
も

つ
て
も
茴
接
に
妙
饗
せ
ら
各
夂
ど
向
構
に
、
プ
ロ
.レ

タ

リ

ト
CP
;
階
騰
_

*
む
姻
界
的
規
模
、に
於1
行
は
る
\
^;
:の
：で
ぁ
ー
る9.
;
勿
論 

は

—*
國
.
於
.で
超
ぎ
^
樽
る
，が
、
、
肺̂

>こ
の
領
#
^
.ゆ
乾
於
呔
成
孙
的
牴̂

^
に
到
達
し
得
な
い
々
現
«
の'>
-
'
'
ヴ
：ェ
1

•>
间
盟
に
ょ
o.
.で
浓
さ
れ
て
^
る
が
如
き
、.1

孤
立
.國
に
於
け
る
ブa

レIタ
リ
ア
.
1
.
ト
の
獨
裁
は
單
に
暫
時
的
制
度
に
過
龁
ず
、13
;
.
^

IT

る
狀
鶴
の
卞
に
於
て
は
そ
の
國
內
妒
隙
級
對
立
と
外
的
國
家
的
對
立
，

と

，

は
.若
干
の
*

進
國
；m
於
げ
る
社
會
主
義
革
命
の
實
現
に̂
-て

救
援
せ
ら
れ̂.
石
限
泣
、
，
：必
•然
晚k.

こ
(0
,
#立
國
を
沒
落
せ
し
む
る
で
あ
ら
ぅ
と
い
ふ
。
斯
る
視
點

^
&彼
は
國
家
的.•
:
は
た
し
て

常
結
^
て

—-
•
箪
位
で
は
な
I

お
，̂
ばS

際
的
な
環
のf

餓

で

あ

令

國

際
......

は
卞
時
g

^
M ;
潮
が
积
る
か
も
細
ル
敗
取
永
續
的

過

掛

％«
-
風̂

'0
,
:あ
ら
紅
ば̂
.
&

敗̂

意

_

货
?>
:

:

る:0
:

-

:

.

.

.
'.

ン 

r
。

':
•

欺

P

民
主
ダ
義
素
於
社
翻
主
敬
蒙'へ：移
抒
轉
化
以
、
革
命
が
そ
の
：麗_
 

と
前
歡
：ず
る
と 

な
’

取
命§

翁

性

ぞ
C O
-

-

I

康

固

體

ぬ
■

 

■

ボ
傷

士
ギ
'

f

 S

理
■

も
肌
靡
論
ぬ
な
v>
:の
咏
あ
：
% ;

|

社

會

主

義

取

命

力
成
就
す
れ
ぱ
此
治
的̂:
-

配
樅
は
*ブ

W 
^《

リ
^

1

K
が
«■

握
す
る
P

.m
に
.ズ
W,
 

^
ダ
U

.方
パ
!̂
.ト
.'，
•
' 

r

.
が
生
中
が
の
で
あ
る
が
、

こ
れ 

は

ブ

ロIX
.

4
.
ゾ
T-
-
:
;
'
n
H-
:と

非

，ズ•£ S

 

f

ル
で
_
勤

勞

龙

露

西
I

CO

,
:
如

ぎ

豳

呤

粆

グ

で

ば

主

と

し

て

•

民

■

級

と

の

陶

腮

ぼ

そ

の
 

媒
礎 
&

^
く
贫
の
％
也̂
'
-
鄉
て
ゐ
ふ
:0
: 

U 

ニ，
.
.
.
.
.
.
.

パ
，一.
V 

r

 

; 

,<
 

:
';:
-;:

H
 

-:
:v
1

'
. 

.

.

. 

r

:;;.:: 

:

.

,

■
:
,

.

.
'

.

.
レ
.？

奮

餘

級

の
.舉
命
的
生
長
_

望

論

じ
^
.マ
落
九
年
に
は「

堪
命
が
：
：
と
ぃ
ふ
が
如
き
前
■

だ
除
に
到
達
す 

れ
ば
で
り
：ょ.ベ
刹
鈴
叱
ら
れ
た
迎
力.な
.
.

•

，
•な
農
路
齡
鐵
が
創
設
せ̂-
瓜
る
で
あ
6>
•ぅ
こ
と
.は
凝
も
^-
い

Q'
と
へ
P
0'
る
。'
 
こ
^
を
本
定 

ず
る
ど
去
は
充
分
尚_
熟
：1>
だ
.人
間
が
齠
奧
鄱
官
が
彳_
か
§
划
咏
ぎ
ル
形
躐
、
藤
嶽
砍
程
膨
等
把
於
：て
幼
'時
的
狀
隞
に
止
あ
.石
と
ぃ
ふ 

i
同
機
窄
あ
.る
さ
レ
て
ゐ
杏
£
;§
.
:併
じ
ト
5
ぶ

於
け
：る
彼
の
言
說
，忙
は
フ
，ロ
；レ
タ
リ
'
ア
ト
.

ト
'ど
藤
馬
際
經<?

5

'

ゆ
同
廳
'、
，ブP

』

ダ
十
九
1

ホ
の
.

指
導̂
-

释
ず̂
:

農
民
歡
級
0-

直
從̂
^
 

て
觸
れ
て
ゐ
る.
も
§

が
知
.

务
？
撕
び
彼̂

特
ぬ
_

歡
逍
_

-
 
. . 

•

の
場
か
に
於.
て
兩
階
級
の
同
盟V
-

協
力
の
持̂

!

凝
盼
ど
す
が。
' 

そ
ル

ば
彼
がt

气

霉

绘

農

埤

歡
(6
-

^

^
龜

戴

馨

_

降
.

_
^ :

が
が
凡
_

茶

贤

墓

蘇

紀

實

が

ト

歡

掷

鬆̂-
'
-は
何
ゼ
が
.
.る
^

.が
'七

ベ

六

ぎ)



■ 

を
工
し
ト
陆
筚
に
於
る1
’
5
瓧
^

^
迤
設
論
し
へ^

鳖

展

ツ
.

.

.

%

~

 G

礙
ニr

そ
れ
は
小
所
有
者
隈
級
で•
あ
る
。
小
所
有
者
階
級
と
は
何
で
あ
る
か

o
.

社
會
主
義
の
發
展
ゆ
立
場
か
ら
觀
る
な
ら
ば
一
つ
の
反
動
勢
ガ 

に
過
ぎ
な
セ
從
て
ー
時
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー

ト
に
合
流
し
た
農
民̂

級
も
暫
く
し
て
そ-の
^

紘
的
本
質
ょ
り
じ
て…

フ
ロ
レ
ダ
リ
巧
丨 

ト
に
對
す
る
敝
對
背
と
し
て
現
は
れ
る
と
い
ふ
の
で
奴
る
。

,

彼
は
前
揭-「

|

九
〇
五
年
o:

露

西

亜

」

の
樹
言
le

續

け

て

「

.•:
•
•
,£'
:

れ 

際
彼
等(

即
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ナ
ー
ト

)

ば
鬪
取
の
.最
，初
に
彼
等
を
支.持
し
.
.て
'ゐ
た
ブ
ル
ジ*

ア
ジ
ー
の
總
て「

の
グ
.
新
1.
:
'ブ
の
が
'なi

我

、

更
に
.ぞ
.の
協
办
装
ゆ
彼
等
が
勝
利
,

達
し
た
と
こ
ろ
：

g

秦
民
階
級
の
廣
汎
な
大
衆
と
も
敵
對
的
な
衝
突
：霞

 

で
あ̂

ぅ
，
齡
坺
人
坤
の
德
倒
的
务
麻
を
持
噗
衝
瓜
煞
毆
ぬ
於
的
る

^

^

:

:

て
の
み
，
ブ3

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
：
：
ひ
舞
甍
に
於
て
の
み
見
敗
ず
ど
ぎ

'

蛇

W

ん
ゆ
：せ_

る
。'
:

而
U

て
女
は
レ 

;

1

1

ン
自
身
ー
九0

五
年
の
琢
主
_々

車
命
.

に
際
1.

セ「

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
！
ト
と
農
民
と
の
民
主
々
.

義
的
：
：
を
揭
げ
セ
ゐ
る
が
ニ
度
ブ 

'

ル
シ
*

ナ
革
命
の
：時
期
が
：
»

.

シ
ア̂

こ
が
に
就
や
語
る
も
ど
ざ'へ4;
;

漱
稽
&

が
长
で
あ
ら
デ4

(

1:

ぎ
玉̂

義
の
た
.め
の
_

带
片
於
で
現
在
演
じ
繁
へ
_

裏
切
的
へ
不
確
定
私
^'
齓
5:
:
;_
#.
:

主
_

を
忘
却
ず
る
£'
-拉
ぼ
社
會
虫
義
を
忘
取
ホ
を2:
'
.ぢ
ず
职
る
：
ぶ
|
_ニ)

：と
;̂

銮

 ̂

ん
か
ff
i
;際
の
傳 

^
は
多
便
者
ど
農
民
ど0'
窗
足
せ
>
^
^
^
刹
普
關
懷
.の
論
和
と
い
ふ
が
，如
ぎ
现
論
と
は
何
等
此
ハ
通
の
も
の
を
持
つ
て
ゐ
な
い

0

反
對
に

斯
S

ず

ブ

i

f
太
的
理
,

批
判
f

マ
ル
‘ク
ダ
ス
.
.卜の
，
f
 

K
ド
ニ
キ
に
對
ず
る
永
い
圖
爭
に
於
け
ん
重
蒙
要
素
で
.あ
つ 

i

#
虐
ど
い
#

自

說

贏

_
.し
1

|
 

.

'

ハ.’
吾
々
は
斯
る
見
解
の
上^

永
夂
革
命
論
ぬ
於
げ
る^

的
多
數
<D
:
部
分
：が
農
民
|

杧
屬
1>
-
資
本
生
義
的
發
齋
に
於
で
遲
れ,で
办
る
露
西
琿
の
：她
$
國
ぬ
於

:_、.- 

. 

... 

.
' 

.. 

'
.
.
. 

.

'

. 

:
.
.
.
:
.
.
.
.
. 

.
:

■
.
: 

:.
 

.

.

- 

\

■
:
.■.
■.■
.
.
'
.
.
'
-
• 

.
' 

.

.

.

..へ

■..
 

-
;• 
',v,-

い

て

惹

き

起

さ

れ

る

西

歐

先

1
諸

1«
把
'於

け

る

社

會

主
1
革
<
|に

依

て

救

援

せ

ら
.れ

ざ

る

限.り

、

斯

る

苹

命

は

不

成

功

に

終

る

そ

い

ふ

::

の

沈

讀

1:
:°憲

琢

ー

連

に

韻
Y

*

5

■售

ソ

畫

.

1還

馨

の

_
際

政

策

湯

？

|

革
命
特
.に
西
歐
諸
國
の 

缸

虛

I

f
注
■

_

薄

1

.

1

.

1タ
パ
f

 

' 

、

• 

».
 

* 

:J
 

 ̂
-
- •
 

• .
-
-
-
-
'
- 

-
I
. 

i
 

■■
 

■,.
 

.
-
.
'
•
•

■•
•
-

 

+
H
-
-

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

@

c

a

o

t

^

-

 

^
 
d, 

w
* 

p 

W
J 

7 

(

鼓

ニ)

H
i
k
i
, 

Die ri*sche Revolution 1905. s. 6.

.
-
• 

. 

.

.
:
.
.
r
. 

.

. 

.

.

.

.

. 

.

. 

. 

' 

. 

. 

. 

--.
.
-
.
- 

-
i

.
■...:
 

■■■
 
-
 
.
 

, V 

..... 

- 

■

•
 

: 

;

•

-

.

.

V 

•
-
-
. 

.
'
' 

. 

. 

:
. 

. 

:
.
5 

.

»'
''.
.:•
-
;
.
ぐ
.
-
i

:-
''
s

一
一！

) 

.̂

^
^-
一
 • 

s
. 

I. v
o
i
r
t
z
u
r
l
n

 A
u
a
v
d
k
s
a
l
b
e

 hrsg. V. K. K
a
l
y
.

 X
X
X

 vilv 
私

畠

素.之
譯
'
資
’

,

本

論

、

第

一

卷

第

一

册

序

文

第

山

へ

頁

,

:

.

.パ

，

，

m

へ

、

、

1

-

1-

.

っ

.

.

.

.
 ..V 

' f‘
.
-
.
.
.
.
’ 

' 

>..

ン

.
'
.
へ
.........ご

.

.
' ノ
 

.
q
'
:
:
.

;«
.
::-
>
:
v 
て''.-.,、、
 

. >•
 

.. 

.

.. 

..
 

.
'
.
.
.
.
V 

.
-
.
.

へ.•:
.へ.
.
；
.
.
,

.
:
.

.

,
.
.
.
:
'

 

.

.

.
3
'

 

.

(

: F
四)

N
e
.

 s
t
i
k

 der'POIitlsbhen oekoni.e. Hrsg. v :
【

Kautslcy. s. AuA. 192i»
L
V
I
.

猪 

_

'!
雨
 
V 
觅
濟 
f

, 

'
1ー判
'
酸
#
八
頁
0 
..へ 

 ̂

'

(

訪
五
.

)

h
m
o
e
- 

M
i
v 

^
<
o
s
o
^
. 

,
w
 ̂

.
w
w
* 

w
* 

,

(

註
六)

Troski^Geschichte der 

i
. 

Revolution; Bd. II.-s. 

71

f:'Ausziige 
1 d

e
r
A
s
t

 von 1905 ,,'Ergebnfsse und !>ers-

.

.
,
.

pdktiven 

5 

. 

, 

> 

.

'

,

,

,
パ
.
.
.
.
.
.

ctf
e
七
^
^

iolinsky, ibid., p. 20. 

, 

^

;

@
八)

.Florinsky, ibid, 

p. 22* 

' 

‘ 

- 

,

,

.

.，'•

(

註
九〕

-
•フ
パー

リ
ン
"

ロ
シ
ア
共
產
黨
の
爵
題

C

ス
タ
ー
リ
_
ン.
>ブ
ハ
ー
リ
ン‘全

集

！故
作

集
第
十
三

-卷)

參

看…

へ

,

;•
•
- 

. 

o

L
e
n
i
n
’
V
O
.
I
.

 

X
I
'
P
t

 

L

 

p
,

 2
3
0
.

 

.
d
ts:

'by

 

F
i
o
r
i

s'k
y
,

 

i
b【 d
.
,

 

p
;
*

 

2
5

♦
ぃ
 

ノ „ 

t 
.
.
. 

. 

.

.

. 

’

.

.

.
C
t£
ニ
.

) 

Lenin,. Ŝ
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烈
に
現
は
れ
て
ゐ
た
の
は
ー
九
ー
八
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條
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邾
^
汲
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芻
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僻
襖
太
利
と
獨
乙
に
勃
發
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て
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初
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あ
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決
然
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簾
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參
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ず
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仏
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狀
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迫
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：
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最
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又
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あ
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.
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現
象
で
は.な

ぃ

，
、
ぃ

そ

れ

は

全

く

時

代

の

特

徵

的

兆

候

で

，
あ

つ

た

.
9 

歷

史
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叹
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得
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